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Abstract 
  Usage and quality of water for living were investigated from Osh to Bishkek via  
 Narin in the Kyrgyz Republic. About half of the people in the country do not have direct  
 a c c e s s  t o  p i p e d  w a t e r  a n d  t h e  r e s i d e n t s  o u t s i d e  t h e  w a t e r  s u p p l y  a r e a  u s e  
 untreated groundwater  or  surface s tream water.  The groundwater  used for  l iving  
 showed hardness of 335〜580 mg/L with high concentrations of SO4
-2, and had more  
 than 0.35mg/L of NH4
+. In tap water to the contrary, levels of electric conductivity and hardness 
were low with little content of ions such as Na+,Cl- and SO4
-2. 
 
























 キルギスは天山山脈の西側斜面に横たわる山国であり、南東に標高 7000m 級の連峰を隔
てて中国新彊ウイグル自治区、北はカザフスタン、西はウズベキスタン、南西にタジキス
タンと国境を接している。国土の 90%以上が標高 1000m を超える高原や山地で、そのうち








































































2 Qorday/KAZAKSTAN 井戸水 休憩所トイレ
3 Bishkek 水道水 レストラン「コンドル」
4 Osh 水道水 洗面水「CRYSTAL HOTEL」
5 Jalalabat 水道水 レストラン
6 Kaldama pass 湧水
7 Kazarman 井戸水 共同井戸
8 Kazarman 井戸水 7mの井戸／B&B
9 Ugut 湧水 農家の生活用水




12 8/23 Narin 河川水 Kichi-Narin河上流
13 Doloon pass 湧水 遊牧民の生活用水
14 Kochor 水道水 観光用工房
15 Chok-Tal 水道水
洗面水
「CLUB HOTEL ROYAL BEACH」
16 Tokmak 水道水 レストラン













































全ての試料中の 2 価および 3 価の鉄イオンは測定範囲以下であった。また、COD の値は
2.1mg/L 以下で、日本の水道水基準を満たしていた。アルカリ度を有する水には硫酸、塩
酸、硝酸などの鉱酸による酸度は存在しないため、総酸度は遊離炭酸によるものである。
遊離炭酸は水に新鮮さを与える成分であり、適量は 25mg/L 程度とされている 13)。試料の












した水の１つで、カルダマ峠（標高 3062m）で採取したものである。ECは 34.0ms/m と低く、
総硬度が 150mg/Lで、各種イオンの含有も少ない。 
 カザルマンはこの峠の東側にある標高 1230m の町で、農業と牧畜を生業とする小規模な
農業集落である。水道は引かれていないが、地下水位は比較的高く、水量も不足していな







































2 7.21 74.2 0.47 317 38.5 83 26 0.020 0.42 2 < 0.1 169.0 335 235 320
6 7.56 34.0 0.22 402 0.76 3 9 0.020 < 0.2 0 < 0.1 17.9 150 120 185
7 7.45 148 1.20 429 65.6 47 25 0.042 0.37 3 0.11 284.0 580 465 315
8 7.69 61.0 0.39 385 47.7 37 16 0.027 0.35 2 < 0.1 148.4 335 240 250
9 7.64 57.2 0.37 432 10.0 16 13  <0.02 0.31 3 0.17 208.0 400 320 300
12 7.85 70.7 0.45 393 3.8 5 13 0.020 < 0.2 1 < 0.1 307.1 500 320 205


















































水道水で、EC が 35.6ms/m、硬度 200mg/L、アルカリ度 195mg/L、SO4
-2は 45.6mg/L であっ







































































従って Ca+2と Mg+2 の値を算出した。	 	 
	 
	 




	 	 	 原子量は Ca＝40.1、Mg＝24.3、	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Ca+2( ) = Ca Hardness( )÷
CaCO3( )
Ca( )
= Ca Hardness( )÷ 2.5 (1)
Mg+2( ) = Mg Hardness( )÷
CaCO3( )
Mg( )
= Mg Hardness( )÷ 4.1 (2)
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 得られた Ca+2 と Mg+2 の相関を図４に示す。	 
ややバラツキはあるが、Mg+2/Ca+2=0.19 なり、
Mg+2：Ca+2 は 1：5 程度である。オシュの水道
水（No.4）と Kichi-Narin の河川水（No.12）
はMg+2濃度が高いために相関から外れている。














~55.6ms/m、硬度は 160~285mg/L と低く、各イオンの含有も少ない。全試料の Mg+2/Ca+2
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